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今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

は
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
『
被
団
協
』
に
授

与
さ
れ
た
。
被
爆
者
の
貢
献

に
よ
う
や
く
光
が
当
た
っ
た
。

田
中
代
表
は
演
説
の
中
で
ロ

シ
ア
の
核
の
威
嚇
に
触
れ
批

判
し
た
。
核
の
な
い
世
界
実
現
へ
一
歩

で
も
近
づ
い
て
ほ
し
い
と
願
う
●
今

年
八
月
に
実
施
し
た
塙
山
学
区
の
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
老
後
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
か
？
の
問
い
に
、七
七
．二
％

が
あ
る
と
答
え
、
不
安
と
思
う
こ
と

の
一
位
は
自
分
の
健
康
や
病
気
（
認
知

症
な
ど
）、
続
い
て
医
療
費
や
介
護
費

の
負
担
が
上
が
っ
た
●
政
府
は
十
二

月
三
日
の
閣
議
で
認
知
症
基
本
計
画

を
決
定
、「
今
や
認
知
症
は
誰
で
も
が

な
り
得
る
」、
み
ん
な
が
支
え
合
う
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み

を
推
進
す
る
と
し
た
。
二
〇
四
〇
年

に
は
五
八
四
万
人
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
基
本
計
画
で
は
、
新
し
い
認

知
症
観
（
住
み
慣
れ
た
地
域
で
希
望

を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
）
の
普
及
、
本

人
の
意
思
を
尊
重
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
、
新
た
な
知
見
や
技
術
活

用
を
重
点
目
標
に
揚
げ
た
●
「
認
知

症
」
は
老
い
に
と
も
な
っ
て
増
え
て

く
る
病
気
の
一
つ
、
生
活
習
慣
だ
け
で

な
く
、
人
と
の
会
話
や
交
流
の
刺
激

で
脳
を
活
性
す
る
こ
と
が
予
防
に
繋

が
る
と
さ
れ
て
い
る
。
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
毎
週
木
曜
日
、
様
々
な
プ
ロ
ブ

ラ
ム
で
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
開
設
し
て
い

る
が
、
徐
々
に
参
加
者
が
減
少
。
通

所
施
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
が
増
え
た
。
学
区
内
の
公
園
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
団
地
集
会
所
や
交
流
セ
ン
タ
ー

で
も
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
定
期
的
に

集
ま
っ
て
い
る
。
地
域
に
気
軽
に
参
加

で
き
る
場
が
あ
り
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
塙
山
で
暮
ら
し
、
互

い
に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
そ
ん
な

塙
山
学
区
を
創
り
た
い
。
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
現
役
世
代
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
描
く
塙
山
学
区
の
未
来
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を

参
考
に
し
な
が
ら
、第
七
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン「
塙
山
さ
ん
さ
ん
計
画
」の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
郵
便
局
や
交
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
生
活
に
便
利
な
こ
と
が
住
み
よ
さ
の
物
差
し
に
な
っ
て
い
る
塙
山
に
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
塙
山
を
盛
り
込
み
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

今
年
八
月
に
実
施
し
た
塙
山
学
区

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
全
世

帯
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、

十
二
月
二
十
日
号
の
か
わ
ら
版
と
共

に
「
号
外
」
で
報
告
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
十
月

二
十
六
日
、
十
一
月
十
六
日
、
十
一
月

三
十
日
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

参
考
に
、
塙
山
学
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
子
ど
も
・
家
族
で
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
者
を
増

や
す
方
策
、
中
・
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
の
参
加
を
意
識
し
た
企
画
、
事よりよいまちづくりのために意見交換

いざというときに備える

豪雨災害の教訓を生かすために

昨
年
九
月
八
日
に
発
生
し
た
線
状

降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
災
害
時
に
、
学

区
内
の
豪
雨
状
況
の
情
報
が
入
ら
ず
、

当
会
の
自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
対

応
が
一
部
に
限
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
か
ら
、
今
年
六
月
に
役

員
を
は
じ
め
学
区
全
域
か
ら
登
録
者

を
募
り
、
災
害
時
に
自
宅
周
辺
の
状

況
を
提
供
す
る
「
災
害
情
報
協
力
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
十

月
十
九
日
の
防
災
訓
練
時
に
情
報
提

今
年
の
三
月
に
策
定
さ
れ
た
日
立

情
報
の
共
有
と
相
互
協
力
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
環

境
の
醸
成
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

令
和
六
年
度
第
二
回
塙
山
学
区
青

少
年
育
成
会
議
が
十
一
月
二
十
五
日

（
月
）、
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
小
中
学
校
・
こ
ど
も
園
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
青
少
年
育
成
団
体
等
の
代
表

十
八
名
が
出
席
し
、
二
学
期
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
や
活
動
報
告
を
中
心

十
二
月
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時

か
ら
大
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
第
三

回
金
沢
・
大
沼
・
塙
山
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
開
催
、
十
一
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

最
初
に
組
織
に
つ
い
て
地
区
長
、

推
進
員
を
維
持
し
て
い
る
大
沼
学
区
、

支
部
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い
る
金
沢

学
区
、
エ
リ
ア
協
力
員
に
変
更
し
た

塙
山
学
区
が
報
告
、
徐
々
に
町
内
会

が
消
滅
し
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
関
心
が
薄
れ
て
い
く
状
況
が
わ
か

り
ま
し
た
。

環
境
交
付
金
の
活
用
状
況
の
報

告
、
敬
老
長
寿
お
祝
い
事
業
の
在
り

方
、
自
治
会
や
町
内
会
の
公
園
管
理

の
問
題
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
通
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
を

策
定
し
て
い
く
中
で
、
地
震
や
水
害
、

原
子
力
災
害
で
避
難
が
必
要
に
な
っ

た
時
、
誰
が
避
難
を
支
援
す
る
の
か
、

市
だ
け
で
で
き
る
の
か
、
机
上
の
空

論
に
な
ら
な
い
様
に
し
て
い
き
た
い

と
問
題
提
起
さ
れ
、
全
員
が
共
感
で

き
る
課
題
で
し
た
。

に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
部
活
動
や
各
校
で
の

文
化
祭
等
、
生
徒
が
主
体
性
を
持
っ

て
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
様
子
、

こ
ど
も
園
か
ら
は
、
ひ
た
ち
秋
祭
り

や
木
曜
サ
ロ
ン
で
の
敬
老
を
祝
う
会

参
加
で
荒
馬
踊
り
を
披
露
し
、
地
域

交
流
が
で
き
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
各
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
有
効
に
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

業
の
組
み
立
て
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
広
報

の
多
様
化
な
ど
、
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

十
二
月
七
日
（
土
）
の
プ
ラ
ン
策

定
委
員
会
で
は
、
平
尾
哲
也
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か
ら
意
見
交

換
の
結
果
を
報
告
、
そ
の
後
、
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
察
、
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ク
の
意
見
、
第
六
次
プ
ラ
ン
「
塙

山
さ
ん
さ
ん
計
画
」
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
第
七
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ン
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
進
行
す
る
少
子
高
齢
社

会
、
価
値
観
の
多
様
化
、
活
動
者
の

高
齢
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
塙
山

学
区
を
描
く
の
か
話
し
合
い
を
続
け

ま
す
。

供
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

十
二
月
一
日
（
日
）、
四
十
三
名
が

参
加
し
、
災
害
時
に
役
に
立
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
す
る
た
め
、
情
報
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

茨
城
大
学
大
学
院
の
信
岡
尚
道
教

授
（
日
立
市
の
豪
雨
災
害
に
関
す
る

懇
話
会
座
長
）
の
、
昨
年
九
月
の
日

立
市
の
豪
雨
災
害
、
元
日
の
能
登
半

島
地
震
と
九
月
の
能
登
豪
雨
の
現
地

調
査
の
実
態
報
告
で
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
災
害
時
に
学
区
内
の

情
報
が
届
く
こ
と
で
、
迅
速
な
対
応

に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
と
学

区
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
広
域
避
難
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
市
民
対
象
に
、

二
十
三
の
交
流
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
十
二
月

八
日
（
日
）、
二
十
四
名
が
参
加
。
茨

城
県
原
子
力
協
議
会
の
職
員
が
放
射

線
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、
日
立
市
原

子
力
安
全
対
策
課
の
飛
田
賀
光
課
長

か
ら
広
域
避
難
計
画
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
。
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
原

子
力
災
害
や
広
域
避
難
の
関
心
の
高

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
広
域
避
難
の
場
合
、

塙
山
学
区
住
民
は
福
島
県
本
宮
市
に

原
則
マ
イ
カ
ー
や
県
が
用
意
す
る
バ

ス
で
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
居
場
所
や
季
節
、
曜
日
な

ど
で
避
難
の
方
法
が
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
全
世
帯
に
配
布
さ
れ

た
広
域
避
難
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
目
を

通
し
、
不
明
な
点
は
市
の
原
子
力
安

全
対
策
課
に
問
い
合
わ
せ
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

匿
名
希
望

匿
名
希
望

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
七
、四
八
〇
円

懐かしい曲に拍手が起きました

クロサイに餌やり体験

は
な
や
ま
エ
コ
・
ま
ち
体
験
隊
で

は
、
十
一
月
十
三
日
（
水
）
県
民
の
日
、

日
立
市
の
「
動
く
市
民
教
室
」
に
参
加
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
と
か
み
ね
動
物
園
に

行
き
ま
し
た
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
ク
レ
ー

ン
を
見
学
、
映
像
で
ご
み
処
理
の
流

れ
に
つ
い
て
学
習
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
分

別
し
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が

環
境
に
良
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

か
み
ね
動
物
園
で
は
、
生
江
園

長
や
飼
育
員
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
、

シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
の
応
援

塙
山
学
区
二
十
九
名
は
監
察
業
務

十
一
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
、

一
斉
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
一
回
ひ
た
ち

シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
」
の

コ
ー
ス
上
の
走
路
員
と
し
て
二
十
九

名
が
監
察
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。

担
当
し
た
場
所
は
、
国
道
二
四
五

号
線
交
差
点
か
ら
、
古
房
地
通
り
～

吹
き
上
げ
通
り
～
Ｂ
Ｒ
Ｔ
入
口
ま
で

の
区
間
で
し
た
。

交
通
規
制
を
知
ら
ず
に
侵
入
し
て

く
る
車
の
整
理
、
季
節
外
れ
の
暑
さ

の
中
を
懸
命
に
走
る
ラ
ン
ナ
ー
の
応

援
な
ど
、
初
の
活
動
に
「
楽
し
か
っ

十
一
月
三
十
日
（
土
）
午
前
九
時

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
、
未
来

地
球
局
の
メ
ン
バ
ー
が
、
交
流
セ
ン

タ
ー
玄
関
脇
の
樹
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
毎
日
、

午
後
四
時
頃
か
ら
点
灯
、
可
愛
い
小

さ
な
光
が
輝
い
て
来
館
者
や
ハ
ナ
ミ

セ
ン
タ
ー
年
末
清
掃 

新
年
も
気
持
ち
よ
く

十
二
月
十
五
日
（
日
）、
塙
山
交
流

セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
連
絡
会
、
児
童

ク
ラ
ブ
「
塙
山
こ
ど
も
わ
く
わ
く
広

場
」
保
護
者
、
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
、
セ
ン
タ
ー
協
力
員
の

五
十
三
名
で
交
流
セ
ン
タ
ー
の
年
末

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

床
は
洗
剤
付
き
の
ス
ポ
ン
ジ
で
磨

き
雑
巾
で
拭
き
上
げ
、
窓
は
桟
の
部

分
ま
で
手
際
よ
く
清
掃
、
約
一
時
間

の
作
業
で
終
了
し
ま
し
た
。
清
潔
感

の
あ
る
セ
ン
タ
ー
で
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

毛
筆
で
初
め
て
書
き
初
め
を
す
る

三
年
生
を
対
象
に
十
一
月
二
十
六
日

（
火
）、
練
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
杉
江
静
江
さ
ん
、
鈴
木
明

子
さ
ん
、
林
世
紀
子
さ
ん
、
日
下
礼
子

さ
ん
、
塩
野
輝
子
さ
ん
か
ら
課
題
「
友

だ
ち
」
と
名
前
の
書
き
方
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
書
き
初
め
に
挑
戦
。
床

で
書
く
の
も
初
め
て
で
し
た
が
一
筆
一

二
学
期
最
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
と

な
っ
た
十
一
月
二
十
七
日
（
水
）、
野

十
一
月
二
十
八
日
の
木
曜
サ
ロ
ン

は
、
吉
田
正
記
念
館
の
出
前
歌
声
喫

茶
を
行
い
ま
し
た
。

童
謡
の
「
証
城
寺
の
狸
囃
子
」、「
ゆ

り
か
ご
の
う
た
」
や
昭
和
の
懐
か
し

い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
「
花
嫁
」
や
「
神

十
一
月
三
十
日
（
土
）
の
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
ス
ポ
ラ
ン
ド
で
は
、
国
営
ひ
た
ち

海
浜
公
園
で
開
催
。
二
十
二
組
の
親

子
と
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
七
十
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

た
ま
ご
の
森
で
は
「
じ
ゃ
ん
け
ん

列
車
」
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
紙
飛
行
機
を
親
子
で
作

り
ま
し
た
。
強
い
風
で
紙
飛
行
機
が

飛
ば
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
遠
く
に
飛
ば
し
た
上
位
三

名
に
は
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
メ
ダ
ル
が

外
活
動
ク
ラ
ブ
は
、
西
原
功
さ
ん
、
手

塚
一
雄
さ
ん
、
山
下
啓
二
さ
ん
の
指
導

で
前
回
か
ら
の
竹
と
ん
ぼ
作
り
。
羽
部

分
の
仕
上
げ
作
業
を
行
っ
た
後
、
校

庭
で
自
作
の
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
ま

し
た
。
飛
ば
す
と
き
の
手
の
運
び
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
初
め
は
な
か

な
か
上
手
く
い
か
な
い
様
子
で
す
ぐ

に
落
下
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
か
ら
は

青
空
高
く
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
手
芸
ク
ラ
ブ
で
は
、
布
で

作
る
ふ
わ
ふ
わ
ツ
リ
ー
や
フ
ェ
ル
ト
を

使
っ
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ソ
ッ
ク
ス
が
完

成
。
個
性
あ
ふ
れ
可
愛
さ
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
に
笑
顔
、

羽の仕上げはアルコールランプで

た
ね
」
の
言
葉
で
疲
れ
を
忘
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
一
日
で
し
た
。

今
回
の
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
の

ア
ジ
ア
ゾ
ウ
・
ク
ロ
サ
イ
・
ア
ミ
メ
キ

リ
ン
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
。
餌
は
ど

ん
な
も
の
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
る
の
か

教
え
て
も
ら
い
、
ク
ロ
サ
イ
と
キ
リ
ン

に
エ
サ
や
り
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
説
明
を
聞

き
な
が
ら
見
学
と
体
験
が
で
き
、
貴

重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

長くつながったじゃんけん列車

センター入口が華やかに

笑
顔
。
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
新
し
い

手
作
り
の
飾
り
が
仲
間
入
り
し
ま
し

た
。
村
田
敬
子
さ
ん
、
鞍
谷
三
保
子

さ
ん
、
鈴
木
美
幸
さ
ん
が
応
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。

筆
、
緊
張
し
な
が
ら
も
初
め
て
と
は

思
え
な
い
ぐ
ら
い
元
気
に
伸
び
伸
び

と
し
た
文
字
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
全

児
童
の
書
き
初
め
会
は
、
一
月
二
十
二

日
、
二
十
三
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

令
和
七
年
二
月
八
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
四
時
半

と
こ
ろ　

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内　

容　

塙
山
小
一
年
～
六
年
生
の

　
　
　
　

入
賞
作
品
四
十
五
点
を
展
示

主　

催　

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
会

※
マ
ン
ガ
・
絵
画
ク
ラ
ブ
の
絵
手
紙
の

　

児
童
作
品
も
同
時
展
示
し
ま
す

安
全
安
心

な
大
会
運

営
の
た
め
、

二
十
三
学

区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
、

コ
ー
ス
監

察
業
務
等

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派

遣
要
請
が

あ
り
、
約

七
五
〇
名

が
協
力
し

た
も
の
で

す
。

田
川
」な
ど
、十
二
曲
を
披
露
。
ピ
ア
ノ
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
チ
ェ
ロ
の
奏
で
る
音

色
と
参
加
者
の
歌
声
も
ホ
ー
ル
に
響

き
渡
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

ズ
キ
通
り
を
通
行
す
る
人
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
十
二
月
二
十
六
日

（
木
）
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

渡
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
紅

葉
も
満
喫
、
秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。




